
立入講演内容まとめ 
（温暖化予測研究からみた「しきさい」「しずく」への期待） 

・モデル評価用データ群の一翼。 
・TCREの不確実性低減 
・プロセス高度化 
・観測データ不確実性の評価・
低減。 
・アルゴリズム開発者と緊密な
連携 
→多様な変数が長く安定的に
データ提供されるとありがたい。 

地球システムモデル（ESM） TCRE モデル評価用データ群 エアロゾル 

TCREのばらつき TCREの不確実低低減 モデル高度化 

ESMs TCRE（℃/1000PgC）
BNU-ESM 2.4
Can-ESM 2.4
MIROC-ESM 2.2
HadGEM2-ES 2.1
CESM1-BGC 1.9
MPI-ESM-LR 1.6
IPSL-CM5A-LR 1.6
BCC-CSM1-1 1.4
IPSL-CM5B-LR 1.2
GDFL-ESM2M 1.1
INMCM4 1
GDFL-ESM2G 0.8
NorESM-ME 1.6
MPI-ESM-MR 1.6
IPSL-CM5A-MR 1.6
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